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令和６年度福岡市食育推進会議（書面開催）に関するご意見

ご意見（要約）【委員】 対応【事務局】

①

　小中学生の朝食欠食については、経済的な理由による家庭も存在す
ることから、家庭の実態に対する踏み込んだ調査を行うのではなく、今
後も児童生徒への個別指導や保護者へのアプローチにあたって、個
人情報の保護に十分配慮し、学級担任や栄養教諭だけでなく、必要に
応じてスクールソーシャルワーカー等とも連携し、個に応じた対応等に
努めていく。

②

　SNSを活用した啓発として、各種SNSにて野菜摂取、減塩等をテー
マとした料理動画を配信している。
　また、栄養関係の学生の協力を得た啓発として、管理栄養士養成校
の学生が作成した画像等をインスタグラムにて配信しているほか、朝
食の欠食など、様々な食の課題に関して栄養士養成校の学生等がア
ナウンスをした音声を地下鉄構内で放送している。
　今後も引き続き、効果的な啓発を実施していく。

　学校では、栄養教諭を中心に小中学校９年間を通した食に関する指
導を行っている。
　給食時間や各教科の授業において、学級担任等と連携して子ども達
に食事の重要性や栄養バランスについて教える中で、朝食を食べるこ
との大切さについても指導を行っており、引き続きその充実に努めてい
く。

③

　栄養教諭の配置については、義務標準法に基づき配当される定数を
適切に配分するとともに、教職員定数の充実について国に引き続き要
望していく。

　福岡市では、食育に関する学校間の格差を解消し、さらなる充実を
図るため、令和２年４月から「栄養教諭による担当小中学校への週１
回訪問による小中９年間を通した食育の推進」をすべての学校で実
施している。
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　市民の食育の知識･関心･実践等に関しては
全体的に、全国平均より高く望ましい傾向に
あるが、朝食摂取状況や減塩実施率など個
別の目標で見ると、達成できていないものや
全国と比較して低いものもある。
　食に関心のない人も含む多くの一般市民が
「自然に健康になれる持続可能な食環境づく
り」に取り組んでほしい。

　家庭、地域・関係団体、行政において福岡市食育推進計画を推進す
るにあたり、同計画の具体的な目標値②③④⑩⑮における今後の施
策の参考とさせていただく。
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①朝食を欠食している小中学生の家庭の実
態について踏み込んだ調査をするべきであ
る。

②朝食を欠食している家庭の状況に寄り添い
ながら、朝食の大切さを学校や行政から伝え
ていくことを強化すべきである。啓発にあたっ
ては、マスコミやSNSの活用、栄養関係の学
生や専門家などの協力を得て実施すべきで
ある。

③子ども時代の食育を重視し、学校への栄養
教諭配置数を増やすべきである。
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